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　野球界における昨年の大きな話題と言えば，やはり
大谷翔平選手の二刀流復帰だったのではないでしょう
か。大谷選手の二度にわたる肘の手術（トミー・ジョ
ン手術＋α？）を乗り越えてのメジャーリーグ投手と
しての復帰は，われわれにとっては想像さえできない
偉業でした。大谷選手の場合は肘の障害でしたが，野
球選手を代表とするスローイングアスリートにおいて
肘関節とともに肩関節の障害は非常に頻度の高い障害
です。
　人類が二足歩行を獲得した理由の一つに，「上肢を
自由に使い，物を投げる能力を獲得することによって
攻撃能力を高めた」という説があります。確かに，石
を投げる，槍を投げるといった行為は，はるか昔から
食料獲得や防衛，そして狩猟において，私たちの祖先
にとって極めて重要な生存戦略でした。このように考
えると，肩と腕を使って「物を投げる」という能力は，
私たち人類の進化の根源に深く刻まれた能力であり，
最も人間らしい動作ではないかとも思えてきます。そ
ういえば「肩を貸す」「肩の荷が下りる」など，肩に関
係した慣用句も多い気がします。
　さて，大谷選手のように 160 km/h の球を投げると
いう動作は，もちろん通常の肩関節の使い方ではな
く，内旋 9,000°/秒という莫大な角速度が必要とされ
ます。このような極限の動作は，人体で最も広い可動
域をもつという肩関節の利点を最大限に引き出す一方
で，過剰な負荷（overuse）を強いる「諸刃の剣」とな
りえます。
　本特集「投球障害肩の診療 update」は，昭和医科大
学の西中直也先生に企画・立案をいただきました。複

雑な肩のダイナミクスを深く理解するため，各分野の
第一線で活躍される先生方が，実践的かつ最新のエビ
デンスを体系的にまとめ，投球障害肩診療の「今」を
浮き彫りにしてくださいました。予防に資する危険因
子解明や効果的な投球制限，ゼロポジション筋力評価
に加え，AI 動作解析や四次元 CT による詳細な動態把
握など，データとテクノロジーがもたらす診断の革新
には目を見張るばかりです。治療法としては，鏡視下
手術やハイドロリリースなど多角的なアプローチが紹
介されています。リハビリテーションも，ゼロポジ
ション筋力や肩甲帯機能改善に焦点を当てた実践的プ
ログラムが詳述され，競技復帰への確かな道筋を示し
ています。
　近年，スポーツ医学は単なる治療にとどまらず，予
防医学，パフォーマンス向上，QOL 向上へと範囲を拡
大しています。大谷選手のように大怪我を乗り越えて
も高みを目指せるのは，医学の進歩と，それを支える
医療従事者，そしてアスリート自身のたゆまぬ努力の
賜物です。本特集は，診断から治療，リハビリテー
ション，予防まで，多角的な視点と先進的なアプロー
チが結集された特集であり，その相互作用の重要性を
教えてくれるものです。
　本特集が，野球，そしてあらゆるスローイングス
ポーツに携わる皆様にとって，選手一人ひとりの競技
人生を守り，可能性を最大限に引き出す羅針盤となる
ことを願ってやみません。アスリートが安心して挑戦
できる環境を提供するため，われわれは常に学び，進
化し続ける必要があると改めて感じさせられました。
 （田中　栄）
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